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●女川町社会福祉協議会
　スコップ、レイキなどの備品を多数貸出
しています！ 貸出し対象は町民団体（個人
や営利目的を除く）となります。

◆問合せ先　担当：矢竹　☎53-4333
●ＮＰＯ法人 女川ネイチャーガイド協会
　木材の提供や、樹木の相談ができます。木
材は、奥清水にある町有林（学びの森）の間
伐材なので、健康な森づくり、資源の活用
にも役立ちます。町民なら無料で提供して
もらえますよ！
�◆問合せ先 担当：藤中 ☎090-1937-3411

～ ご相談ください ～

　公園には、みなさんの想いの詰まった花や木
が数多く集まりました。
　園芸が趣味の鈴木さんは、清水仮設でたくさ
んの花や木を育ててきましたが、自宅の再建
後は遠くなり、植え替えや運搬の作業も大変に
なって困っていました。そこで、今回のガーデ
ンづくりの前に、有志が集まっての植え替え作
業を実施。ギボウシ、ジャノヒゲ、アップルミ
ント、イロハモミジなど予想以上の数や大きさ
で、手作りの公園へ運ぶため、楽しみながらの
力仕事にみなさん汗を流しました。
　鈴木さんは「仮設が撤去される時に残念だが
捨ててしまおうと思っていました。みなさん
に手伝っていただいて本当によかったです。公
園に行く楽しみもできました」と話してくれま
した。ほか、石巻バイパス仮設からも仮設暮ら
しの支えとなった花たちが同公園へお引っ越し。
ぜひ、見に来てください♪

≪ガーデニングに役立つ情報≫

想いあふれるガーデンができました！みんなで育てていきます
　前回出し合ったイメージをもとに、みなさんで花苗や資材を持ち寄
りながらほとんどお金をかけず、荒立東地区に手作りの公園ができま
した。これからも、シダレザクラを植えたり、みんなで少しずつ育て
ながら、お散歩途中に一息つけるような場所にしたいですね。
　準備にあたっての裏話や役立つ情報を、ご紹介します。

　みなさんご存知ですか？ コミュニティガー
デンを安価で整備できるよう、備品や資材を提
供してくれる町内の団体がありますよ。参考に
してみてくださいね♪

　まち活では、公園や公共緑地を使った植栽活
動、花壇づくりを全面的にサポートしています。
「潤いあるまちなみづくりの活動に参加したい！
こんなことしたい！」という方、ご相談ください。

≪５年間育てた植物を守れて嬉しい≫

第２回　ガーデンづくりをしよう
≪コミュニティガーデン実践講座　荒立東地区編≫

【６月27日 15名参加】

▲植え替え・運搬の様子 ▲学びの森の様子 ▲丸太を花壇の囲いに

花壇に合う土をアドバイス
阿部造園さん
「造園業をしていると、緑がある
と家が引き立って、いいですね！
と言われます。玄関前の敷タイル
をはがして木を植えたお宅もあり
ます。女川の気候、風土に合った
樹木や土などご相談ください！」



竹浦らしい景観づくりを目指して考えられたこと
●屋根の形状、素材、色彩（雄勝スレート）　 ●外壁（焼き杉板や漆喰調） 
●外構の塀、緑化、駐車場（自然との調和）

≪活動予定≫
◆毎週月曜日、木曜日　午後６時～７時 
　第二多目的運動場グラウンド集合　※土曜日は希望次第
◆連絡先　Facebookで 女川ランニングサークル(ORC)  を検索

詳細が決まり次第、
お知らせします

◆問合せ先　女川町まちづくり推進協議会事務局（役場復興推進課復興調整係）
　　　� ☎54-3131内線291　メールアドレス：fukko7@town.onagawa.lg.jp
　　　　○まち活フェイスブック　 まち活＠おながわ 　で検索

「新しい町で、私もなにか始めてみたい！」という方、気軽にご相談ください！
まち活チームがお伺いし、活動の成功に向け、ていねいにサポートします！

　竹浦地区のみなさんは、震災の半年後、住民説明会で東北工業大学
の福留邦洋准教授から中越地震の体験談を聞き、旧山古志村（新潟県）
を視察。自分たちも美しい故郷を再生したいと決意し、検討を進めて
きました。高台造成にあたって「海から眺めた竹浦の風景を思い描
き、景観に配慮した集落づくりをしよう」とみんなで景観ルールを考え、
そして今、美しいまちなみが完成しつつあります。
　現在は19軒（自立再建9軒、災害公営住宅10軒）と集会所に加え、高台全体の景観が徐々に整い、庭づくりも
これから本格化していきます。女性のみなさんの集まりや、公園の手入れなども進めているそうですよ。

　アドバイザーの日本建築士会連合会、宮城県建築士会と2012～
2014年に開催したワークショップは計6回。翌年、竹浦北地区復興ま
ちづくり協議会を設立し、竹浦ならではの安らぎを感じられるよう、外
観を統一したルールができました。石巻工業高校の生徒が作成した模型
を囲んでの話し合いもありました。

  健康をテーマに、新たな取り組みが次々
生まれている女川町。今回は、町に移住
してきた若者を中心に始まったランニングサークルを紹介します。
　平日夜の多目的運動場での練習では、外周だけでなくグラウン
ド内も走ることができ、コバルトーレ女川の練習を間近に見るこ
とができます。土曜日は、万石浦沿いに清々しい朝ランが楽しめ
ます。復興が進めば、海や川、桜並木に沿って、さらにコースが
広がりそうですね！
　６月まで活動を引っ張ってきた河村翔さんは、「走ると体の調子
がよいですよ。自分のペースで走ったり、歩いたりしませんか？」
と話します。河村さんが女川を離れてしまうため、活動を取りま
とめてくれる人、大募集中です！　

　安全、安心で暮らしやすい、コ
ンパクトなまちづくりが進められ
ている女川町。町民みなさんとと
もに歩んで来た復興への道のりや
水産業再生への取り組みについて、
普段入れない施設見学などを通じ
て学んでみませんか。
◆日　　時　９月上旬

復興が進む女川を学ぶ
「まち探検」(仮)

観光協会とのコラボ企画で
町を巡りませんか！

≪家のつくりを統一≫

健康のまちへ！
 “女川ランニングサークル”

地区のみんなで考えた竹浦地区のまちなみができています！
～住民主導の集落再生への歩み～

竹浦区長
鈴木成夫さん
　竹浦の現地で一番
に見てもらいたいも
のは、神社への階段
に 見 え る 青 い 看 板

（東日本大震災の津
波到達ライン）です。あの日、津波より
高い位置にある境内で自宅が流れてい
くのを見ていました。今、海を見下ろ
す境内には、いのちの石碑が立ってい
ます。ここに居住する誰もが安心して
住めるまちになりました。どうぞ遊び
に来てください。

予　告


